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中小規模の企業・事業者向け「持続可能な開発目

標（SDGs）活用ガイド」を公表（環境省） 

環境省では去る6月、中小規模の企業・事業者向けに、「持続可能な開発目標

（SDGs）」に取り組む意義と具体的な取り組みの進め方を紹介した活用ガイド

を作成し、環境省ホームページに公表しました。 

このガイドは、「これまでSDGsへの取組みを行っていない」、または「関心を

持ちつつもどのような取組みをしたらよいかわからない」という事業者を対象

として作成されたもので、SDGsの17目標のうち、環境に関連のある9つの目標が

取り上げられていて、本編と資料編の2つで構成されています。  

本編では、企業を取り巻く社会の変化やSDGsを巡る国内外の動きなどを紹介す

るとともに、SDGsに取り組むための具体的な方法を示し、SDGsへの理解から実

践へとつなげる内容となっています。そして資料編では、SDGsに取り組むにあ

たり活用しやすいツールや参考情報、取組事例などがまとめられています。  

本編・資料編のほか、本編の内容を要約した概要版も環境省ホームページ（下記リンク）からダウンロードで

きます。「SDGsとは何ぞや？」「私たちの企業には関係ないのでは？」とお思いの皆様、まずは概要版をご覧

になり、SDGsについて理解を深めるとともに、自社への活用を検討されてはいかがでしょうか。 

◆ 環境省「持続可能な開発目標（SDGs）活用ガイド」：http://www.env.go.jp/policy/sdgs/index.html  

第2回「ジャパンSDGsアワード」の応募受付が始
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事業報告、SEFからのお知らせ 
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中小規模の企業・事業者向け「持続可能な開発目標

（SDGs）活用ガイド」が公表されました（環境省） 

そして、「既にSDGsの達成に向けた取組を実践している」という事業者の皆

様はぜひ、自社の取組みについて客観的な評価を受ける機会として、また自

社の取組みを社会に情報発信する機会として「ジャパンSDGsアワード」への

エントリーを検討してはいかがでしょうか。 

このアワードは、SDGs達成に向けた企業・団体等の取組みを促し、オール

ジャパンの取組を推進するため、2017年6月の第3回SDGs推進本部において創

設されたものです。 

昨年度の第1回には約280の企業・団体からの応募があり、最優秀賞である推

進本部長賞に北海道上川町が選ばれたほか、副本部長賞には住友化学株式会社、サラヤ株式会社など5団体が選

定されるなど、特別賞を含め12団体が表彰されました。 

本年度の応募締切は9月30日までです。詳しくは下記リンクから外務省ホームページをご覧ください。 

◆ 外務省「ジャパンSDGsアワード」：https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda/sdgs/award/index.html 

http://www.env.go.jp/policy/sdgs/index.html
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資源管理適正化支援システム「SEF-Net」を

提供しています 

【開催迫る】好評の電子マニフェスト導入・

運用セミナー 参加者募集中！ 

SEFでは資源循環事業において、排出事業者および廃棄物処理事業者が、廃棄物処理に関する各種法令に

則った適正な廃棄物処理を『合理的』かつ『効率的』に行うことを支援し、参加事業者に再資源化促進への

意欲を高めて頂くことを目的としたクラウドサービス“資源管理適正化支援システム「SEF-Net」”を提供

しています。  

このSEF-Netは、日常業務管理からコンプライ

アンス・リスク管理、事業者間のコミュニケー

ションに至るまで、廃棄物・資源物に関するあ

らゆる業務をクラウド上で管理することが可能

なシステムです。 

一部の事業者において今後義務化がなされる電

子マニフェストも、このSEF-Netを活用して運

用管理することが可能です。「インターフェイスの工夫による作業性向上」「複数個所での同時登録・修正

が可能」「予約登録の件数の制限なし」など、電子マニフェストを運用管理するうえでのメリットも満載で

す。電子マニフェストの導入支援も合わせて行っていますので、まずはお気軽に事務局（TEL:03‐5737‐

2744）までお問い合わせください。 

詳しいご案内はSEF-Netホームページをご覧下さい。http://save-earth.or.jp/sef-net/ 

産業廃棄物の処理を委託する際に必ず必要となる「マニフェス

ト」。このマニフェストの電子化は、行政からの要請への対応

だけでなく、排出事業者の廃棄物管理担当者の皆様にとって

も、日々の業務の効率化につながります。 

そこでSEFでは5月・6月に、電子マニフェストの導入や日々の管

理に関しての疑問や課題を解消するためのセミナーを開催し、

大好評をいただきました。そしてこのたび、9月・10月の開催が

決定しました。 

このセミナーでは、マニフェスト制度の概要や電子マニフェス

ト化のメリットと導入方法についておさらいしたうえで、マニ

フェストだけでなく廃棄物全体の適正管理という視点から、システムを活用した管理手法をご提案します。 

【日 程】 9月18日（火）、10月18日（木） いずれも16：00～17：30（受付15：30～） 

【会 場】 地球環境パートナーシッププラザ（GEOC）セミナースペース 

【定 員】 各回20名（先着順、１社２名様までとさせていただきます） 

【参加費】 無料 

詳しいご案内やお申込み方法は、SEFホームページをご覧下さい。http://save-earth.or.jp/archives/5580 
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千葉県山武市「日向の森」での定例活動。8月は2回とも晴天に恵まれ、真夏の強い日差しのもと、熱中症に

留意しこまめに休憩を取りながら活動を行いました。 

11日の活動では、午前中は植樹エリアの下草刈りを、午後はサンブスギの間伐を体験してもらいました。ボ

ランティア体験に参加する宿題を抱えた高校生が都内から2名、地元千葉から1名参加してくれたほか、環境

についての作文の宿題を抱えた小学生が家族連れで参加してくれて、いつも以上ににぎやかな活動となりま

した。大粒の汗を流しながら、楽しく作業を進めることができました。「暑かったけど楽しかった」「いい

作文が書けそう」という感想に、ほっと一息。どんな作文・レポートが仕上がるか、とても楽しみです。 

※この企画は公益社団法人国土緑化推進機構の「緑の募金」の支援を受けています。 

【日向の森（千葉県山武市）】８月の定例活

動報告～夏休みの宿題をお手伝い～ 

【東御の森（長野県東御市）】10月7日（日）

第５回東御の森市民の集い 参加者募集！ 

SEFでは来る10月7日（日）、長野県東御市「東御の森」にて、『第5回 東御の森市民の集い～ふるさとの

森を歩こう～』と題したイベントを開催します。 

このイベントは、東御市民を中心とした地域の皆様に森とふれあうきっかけを提供するため、東御市とSEF

の共催にて、2014年から毎年1回、秋に開催しています。 

東御の森の散策は大人向け・親子向けの2コースをご用意するほか、信州ジビエ汁の炊き出しを予定してお

り、お子様からご年配の方まで幅広く森に親しんでいただけるイベントとなっております。 

お申込みはSEFホームページ（https://save-earth.or.jp/archives/5244）、または東御市役所農林課（担

当：市川、TEL：0268-64-5898）にて承ります。お近くの方はぜひ、足をお運びください！ 

https://save-earth.or.jp/archives/5244


SEFでは、各地域での森林保全活動をお手伝い頂けるボランティアさん

を随時募集しています。 

千葉県山武市では原則として毎月第2・第4土曜日（東京駅から送迎いた

します！）に定例活動を行っているほか、兵庫県丹波市、大分県臼杵市

でも定期的に実施しています。 

直近の活動は下記を予定していますので、ぜひご参加ください。  

9月・10月 森林保全活動のお知らせ 

★★★★ボランティア募集中！★★★★ 

 
＜9月・10月の活動予定＞ 

千葉県山武市 
9月22日（土） ｜ 10月13日（土）、27日（土） 

兵庫県丹波市  
9月15日（土）｜ 10月28日（日） 

※日程は変更となる可能性があります。 
  最新の情報はホームページを参照ください。 

ホームページはコチラをクリック…https://goo.gl/uEt3CZ 

企業・団体向け森林体験プログラム 

「森活」のご案内 

SEFでは、企業や団体の皆様向けに「森活」をご提案しています。 

私たちがご提案する「森活」とは、「森を活かす」こ

と。“森”での“活”動を通して、社会貢献活動の一

環としての取組みに、またチームの関係性の基盤づく

りや強化に、さらにはリラックス・リフレッシュのた

めの福利厚生など、様々な効果につなげることができ

ると考えています。 

フィールドとしてご用意するのは日向の森（千葉県山

武市）。都心からおよそ90分の好アクセスで、企業・

団体の皆様の「森活」をお手伝いします。 

皆様のご要望に応じたメニューをご提案しますので、

まずはお気軽に事務局までお問い合わせください。  

https://goo.gl/uEt3CZ

